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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にI；
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての骨
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲牽を定めます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま了
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまT
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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▼中心拠点（中心拠点エリア､------線都心軸）

懇
談
会
は
、
両
拠
点
及
び
そ
れ

を
結
ぶ
都
心
軸
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
中
心
拠
点
を
、
市
民
が
共
有
で

き
る
『
我
孫
子
感
』
を
つ
く
り
、

市
民
以
外
の
人
々
に
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り

と
す
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
自
主
的
な
活

動
と
参
加
を
促
進
す
る
場
の
提
供
、

社
会
的
弱
者
や
環
境
へ
の
十
分
な

配
恵
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

我
孫
子
駅
前
拠
点
は
、
交
通
の

結
節
点
と
し
て
の
利
便
性
か
ら
動

的
で
華
や
か
な
明
る
い
活
気
の
あ

る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
公
共
的
サ
ー
ビ
ス

と
利
便
性
、
集
客
性
を
生
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能

の
配
置
と
施
設
そ
の
も
の
が
生
み

出
す
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
を
目
指
し

民
間
と
連
携
し
た
整
備
手
法
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
手
賀
沼
拠
点
で
は
、
水

と
緑
、
歴
史
や
文
化
を
複
合
化
し

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
一
汚
れ
た
手
賀
沼
と
い
う

現
実
を
踏
ま
え
、
水
質
浄
化
や
環

境
、
生
態
系
に
つ
い
て
考
え
る
空

間
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
整
備
を

提
言
し
、
自
然
や
人
、
物
の
交
流

｜
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を
基
本
に
、
市
民
が
集
う
こ
と
自

体
が
文
化
づ
く
り
に
結
び
つ
く
よ

う
な
配
慮
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
眺
望
や
親
水
性
を
生
か

し
た
緑
の
拠
点
づ
く
り
と
手
賀
沼

公
園
の
修
景
整
備
が
一
体
と
な
り
、

対
岸
か
ら
の
景
観
に
配
慮
し
た
水

と
緑
に
溶
け
込
ん
だ
施
設
づ
く
り

が
大
切
と
し
て
い
ま
す
。

都
心
軸
づ
く
り
で
は
手
賀
沼
拠

点
で
文
化
を
育
み
、
都
心
軸
で
文

化
を
熟
成
し
、
我
孫
子
駅
前
拠
点

で
文
化
を
広
く
発
信
す
る
よ
う
な

一
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我孫子駅前拠点
我
孫
子
市
中
心
拠
点
土
地
利
用
計
画
策
定
懇
談
会
は
、
貨

物
線
跡
地
を
核
と
す
る
我
孫
子
駅
前
拠
点
、
手
賀
沼
公
園
と

そ
の
隣
接
地
を
中
心
と
す
る
手
賀
沼
拠
点
及
び
都
心
軸
と
し

て
の
手
賀
沼
公
園
通
り
整
備
の
あ
り
方
な
ど
検
討
を
重
ね
、

今
年
５
月
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
は
計
画
情

報
の
積
極
的
公
開
に
よ
る
市
民
と
行
政
の
共
同
作
業
の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
と
し
、
拠
点
整
備
の
方
向
性
と
施
設
機
能
の

あ
り
方
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
提
言
害
は
市
役
所
本

庁
行
政
情
報
資
料
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
Ⅱ
企
画
課
Ⅱ

①市民のコミュニケーション機能

②我孫子の歴史、商業や公共施設、図書憎報などさまざまな備報が得
られ、また、我孫子を内外にアピールするための発信ができる情報
サービスセンター機能

③文化的活動機能④公共・公益的サービス機能や託児サービス機能
⑤ショッピンク機能⑥高齢者の健康増進機能

⑦駐車場・駐輪場整備機能⑧手賀沼や市内を眺望できる機能
れ
る
施 手賀沼拠点
①水に触れ、水質浄化への活動を触発し、さらに地球環境保全を学習
する空間づくり

②市民が集いやすらぎ、コミュニティづくりができ、さらに市民活動
を悩報発信することができる機能

③高齢者から子どもまで文化活動を行うことができる文化を育む機能
④保健・福祉サービスの提供やまちの案内などができる公共的サービ
ス機能

⑤環境･コミュニティ･文化等の市民主体の活動内容を発信する機能

織
造
づ
く
り
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
人
に
優
し
く
、
柔

ら
か
い
奥
行
き
の
あ
る
空
間
づ
く

り
と
、
一
方
通
行
化
を
具
体
的
に

検
討
し
、
歩
行
者
優
先
の
道
づ
く

り
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と
利
用
す

る
人
た
ち
が
手
を
た
ず
さ
え
、
生

け
垣
づ
く
り
な
ど
に
協
力
す
る
市

民
参
加
の
道
づ
く
り
の
必
要
性
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
施
設
機
能
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
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|’
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市
で
は
、
今
年
１
月
に
中
心
拠

点
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
中
心
拠
点
、

我
孫
子
駅
前
及
び
手
賀
沼
拠
点
の

整
備
に
関
し
、
期
待
度
や
こ
の
地

区
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
我
孫
子
駅
前
及
び

手
黄
沼
拠
点
の
イ
メ
ー
ジ
や
土
地

利
用
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
の
集
計
結
果
で
す
。

我
孫
子
駅
前
拠
点
に
対
し
て
は
、

活
性
化
を
目
指
し
た
土
地
利
用
を

望
む
意
見
が
多
く
、
続
い
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
文
化
的
活
動

が
で
き
る
機
能
の
要
望
が
高
く
な

あなたは「我孫子駅前貨物線跡地土地利用計画」にどのような基本
的イメージ(考え方)をもって構想を創り上げるべきとお考えですか〔 〕

手
賀
沼
を
心
の
ふ
る
さ
と
に
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｜|同 っ
て
い
ま
す
。
反
面
、
傭
報
の
受

発
信
機
能
へ
の
要
望
は
強
く
な
い

よ
う
で
す
。

次
に
手
震
沼
拠
点
で
は
、
自
然

が
保
全
さ
れ
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
イ
メ

ー
ジ
が
高
く
、
続
い
て
文
化
的
活

動
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に

設
け
た
自
由
記
入
柵
で
は
、
駅
前

拠
点
は
、
文
化
的
活
動
が
で
き
る

機
能
配
置
を
望
む
意
見
が
一
番
多

く
全
体
の
約
廻
％
で
し
た
。

手
賀
沼
拠
点
に
対
し
て
は
、
自

然
が
保
全
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

す
る
意
見
が
最
も
多
く
約
刀
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

「11
老
人
や
障
害
者
に
優
し
い
と
こ
ろ

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
の
得
ら
れ
る
と

こ
ろ
悩
報
を
発
信
・
受
信
で
き
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
柵
報
を
僻
ら
れ
る
と

こ
ろ
活
性
化
を
目
指
し
た
動
的
な
も
の

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
こ
ろ

無
回
答

そ
の
他

文
化
活
動
が
で
き
る
と
こ
ろ

人
が
集
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
と
こ
ろ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
と
こ
ろ

利
便
性
を
求
め
る
と
こ
ろ

集
客
力
の
あ
る
と
こ
ろ

華
や
か
で
活
気
の
あ
る
と
こ
ろ

あなたは「手賀沼拠点土地利用計画」にどのような基本的なイメー
ジ(考え方)をもって、構想を創り上げるべきとお考えですか〔 市

で
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
、
平

成
８
．
９
年
度
の
２
か
年
を
か
け

て
、
「
中
心
拠
点
整
備
概
想
」
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

見
極
め
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
整
備
手
法
の
検
討
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

〕
別
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
長
幅
婚
芳
タ
〃

我
孫
子
駅
前
の
区
画
整
理
も
筑
沼
拠
点
。
環
境
共
生
の
情
報

少
し
ず
つ
先
が
見
え
て
き
ま
し
を
世
界
に
発
信
。

た
。
手
斑
沼
ま
で
の
空
間
を
一
▼
歩
行
者
中
心
の
公
園
通
り
と

体
化
し
、
そ
こ
に
ど
ん
な
街
を
個
性
的
な
商
店
街
。

創
る
の
か
が
大
切
で
す
。
今
回
の
「
提
言
蟹
」
か
ら
見

▼
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
す
動
的
え
て
く
る
将
来
像
で
す
。
西
暦

な
イ
メ
ー
ジ
の
駅
前
拠
点
。
各
２
０
０
０
年
の
具
体
化
を
目
指

種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
計
画
づ

▼
自
然
と
文
化
が
溶
け
合
う
手
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

構
想
策
定
に
向
け
て
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き「

nnnnnn｜’ 同
特
に
、
我
孫
子
駅
前
拠
点
で
は

低
成
長
時
代
に
突
入
し
た
社
会
経

済
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
民
間
安
本
と
提
携
で
き
る

か
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

老
人
に
や
さ
し
く
淘
齢
化
社
会

に
配
臘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

社
会
福
祉
が
活
動
さ
れ
ま
た
求

め
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ

健
康
に
配
臘
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
と
こ
ろ

手
筑
沼
浄
化
の
た
め
の
セ
ン
タ

ー
的
な
と
こ
ろ

自
然
が
保
全
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ市
民
が
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
創

造
で
き
る
と
こ
ろ

市
民
の
文
化
的
な
も
の
を
含
め

た
活
動
が
で
き
る
と
こ
ろ

人
が
典
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
あ
る
よ
う
な
と
こ

ろ心
の
や
す
ら
ぎ
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
脈
的
な
も
の
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ 無
回
答
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市
で
は
、
人
と
鳥
が
共
存
す
る

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
、
平
成
８
年

度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
基
本
描
想
の
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
手
演
沼
の
ほ

と
り
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
を
よ

り
具
体
化
す
る
た
め
に
策
定
す
る

も
の
で
す
。

手
賀
沼
は
野
鳥
の
宝
庫
で
あ
り
、

策
定
懇
談
会
の
委
員
を
募
集

市役所本庁・

湖北台支所で

特別納税相談を実施

一

人
と
鳥
が
共
蒋
ず
番
ま
ち
づ
く
り
計
画

世
界
的
に
有
名
な
山
階
鳥
類
研
究

所
や
、
日
本
で
最
初
の
鳥
の
博
物

館
が
あ
り
ま
す
。
鳥
が
住
み
や
す

い
環
境
は
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ

て
も
良
好
な
環
境
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
た
め
、
鳥
も
人
も

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
環
境
問
題
や
烏
に
つ
い
て
国

内
外
に
向
け
て
発
信
で
き
る
方
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
づ
く
り
を
、
市
民
参

加
に
よ
り
行
う
た
め
、
次
の
と
お

り
策
定
懇
談
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。あ

な
た
の
意
見
を
、
明
日
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
癒
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
２
名

▼
選
考
方
法
論
文
に
よ
る
審
査

と
抽
選

だ
さ
▼
問

（
弱
）

日
（
且
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時

▼
場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課
、

お
よ
び
湖
北
台
支
所

※
当
日
市
役
所
は
閉
庁
の
た

め
、
正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
職
員
玄
関
を
ご
利
用
く

収
税
課
で
は

平
日
窓
口
に
来

対
象
に
、
市
税

固
定
査
産
税

の
納
税
相
談
を

今
回
は
、
従

庁
に
加
え
、
湖

実
施
し
ま
す
。

当
日
健
納

ま
す
の
で
、
こ

ご
利
用
く
だ
さ

▼
日
時
７
月

… …

市
で
は
、
政
治
倫
理
確
立
の
た

め
、
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
を
昨
年
巫
月
に
制
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
な
た

で
も
市
長
が
作
成
し
た
資
産
等
報

告
書
、
所
得
等
報
告
書
な
ど
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

本
市
の
条
例
の
特
色
は
《
①
査

産
等
報
告
書
に
お
い
て
、
市
長
だ

け
で
は
な
く
、
配
偶
者
の
査
産
等

を
含
め
て
報
告
す
る
よ
う
に
し
た

こ
と
、
②
市
民
か
ら
報
告
書
の
内

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
懇

談
会
委
員
の
応
募
に
当
た
っ
て
の

意
見
・
提
言
等
を
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
７
月
妬
日
（
金
・
必

着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市

役
所
企
画
課
壷
（
弱
）
１
１
１
１
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

“
Ⅱ
７
月
１
日
。
２
日
に
広
報
活
動
を
実
施
川
Ⅱ

毎
年
７
月
は
、
「
社
会
を
明
る
が
、
市
内
各
駅
の
駅
前
で
「
少
年

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
を

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
軍
点
目
標
に
広
報
活
動
を
展
開
し

が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
ま
す
。

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
願
い
し
ま
す
。

力
を
あ
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
▼
日
時
。
場
所
７
月
１
日
（
月
）

な
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
・
・
・
我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
、
２
日

的
な
運
動
で
す
。
（
火
）
：
湖
北
駅
・
布
佐
駅
、
い
ず

運
動
期
間
中
の
７
月
１
日
・
２
れ
も
午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で

日
の
両
日
、
市
保
謹
司
会
と
東
葛
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
電
（
理

地
区
更
生
保
護
婦
人
会
の
皆
さ
ん
１
１
１
１
内
線
３
０
９

フ
月
は
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
強
調
月
間
で
す

情
報
公
開
総
合
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す

ー

容
に
疑
義
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ

を
証
明
す
る
査
料
を
添
え
て
、
報

告
書
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
査
産
等
公

開
審
査
会
（
下
表
参
照
）
を
開
き
、

審
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
点
な

ど
で
す
。

報
告
書
は
、
市
役
所
本
庁
１
階

情
報
公
開
総
合
窓
口
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
壷
砺
）

１
１
１
１
内
線
２
６
８

▼資産等公開審査会委員（五十音順）

ヤ

p

d

■

時
訓
分
か
ら
４
時
訓
分
（
１
日
３

回
入
れ
替
え
制
）

▼
料
金
中
学
生
以
下
釦
円
、
高

校
生
以
上
１
０
０
円

※
幼
児
及
び
小
学
生
は
、
高
校
生

以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
期
間
前
…
教
育

委
員
会
体
育
課
壷
露
）
１
１
５
１

期
間
中
…
市
民
ブ
ー
ル
登
（
理
０

３
０
０
市
民
水
泳
大
会

出
場
者
募
集

▼
日
時
７
月
虹
日
（
且
、
受
付

．
・
・
午
前
８
時
鋤
分
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
市
民
プ
ー
ル

▼
種
目
男
・
女
別
坊
鰄
と
釦

腕
の
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
期
間
７
月
加
日
（
祝
）
か
ら
８

月
誕
日
（
土
）
ま
で
〈
た
だ
し
、
７

月
幻
日
（
且
の
午
前
中
は
市
民
水

泳
大
会
の
た
め
休
止
〉

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
内

▼
時
間
①
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時

②
正
午
か
ら
午
後
２
時
③
午
後
２

バ
タ
フ
ラ
イ
、
２
０
０
脚
リ
レ
ー

（
即
濁
×
４
人
）

▼
参
加
資
格
健
康
で
各
種
目
の

距
離
を
完
泳
で
き
る
高
校
生
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
参
加
費
１
人
１
種
目
３
０
０

円
（
リ
レ
ー
を
除
き
、
１
人
２
種

目
ま
で
受
け
付
け
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

込
書
（
体
育
館
、
各
支
所
、
教
育

委
員
会
体
育
課
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
７
月
８
日
（
月
・

必
着
）
ま
で
に
船
戸
３
の
７
の
ｕ

中
村
廼
子
垂
（
理
３
７
６
７
へ

市
民
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

▼
日
時
７
月
聖
日
か
ら
８
月
２

日
ま
で
の
月
・
水
・
金
曜
日
午
後

５
時
か
ら
７
時
ま
で
（
全
５
回
・

雨
天
決
行
）

▼
場
所
市
民
プ
ー
ル

▼
対
象
哩
歳
以
上
の
初
心
者

▼
定
員
先
着
鋤
名

▼
参
加
蜜
１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
市
民
水
泳
教
室
」

|’

操
作
を
誹
習
し
ま
す
。

▼
日
時
７
月
週
日
か
ら
哩
月
型

日
ま
で
の
土
峨
日
、
い
ず
れ
も
午

後
１
時
か
ら
５
時
（
全
ｎ
回
）

▼
場
所
県
立
布
佐
高
等
学
校

▼
対
象
。
定
員
超
歳
以
上
の
方

で
す
べ
て
の
講
座
に
参
加
で
き
る

市
内
在
住
者
・
鋤
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
開
放
識
座
希

望
と
明
記
し
、
７
月
６
日
（
土
。

と
朱
書
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体

育
課
壷
（
理
１
１
５
１
へ

小
学
校
プ
ー
ル
開
放

◎
一
般
開
放

▼
開
放
校
根
戸
小
、
湖
北
小
喬

湖
北
台
西
小
、
布
佐
南
小

▼
開
放
日
時
８
月
１
日
（
木
）
か

ら
ｎ
日
（
且
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
料
金
無
料

※
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
高
校

生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と

◎
団
体
開
放

▼
開
放
校
第
一
小
、
第
二
小
、

第
三
小
、
第
四
小
、
並
木
小
、
高

野
山
小
、
湖
北
台
東
小
、
新
木
小
、

布
佐
小

▼
期
間
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
９

日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
咄
日

の
午
後
と
日
蝿
日
は
除
き
、
学
校

布
佐
高
等
学
校
開
放
講
座

『
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
座
生
募
集

必
着
）
ま
で
に
新
々
田
１
７
２
県

立
布
佐
高
等
学
校
福
地
壷
（
理
４

０
５
１
へ

に
よ
っ
て
は
期
間
中
で
も
開
放
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
じ

▼
利
用
で
き
る
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

病
ず
れ
も
、
学
区
内
児
童
）

▼
愛
用
無
料

▼
申
し
込
み
７
月
８
日
（
月
）
ま

で
に
所
定
の
用
紙
（
各
団
体
開
放

校
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
同
校
へ
提
出

画
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
蓉
（
理
１
１
５
１

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

▼
日
時
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
ｎ

日
（
且
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午
後

５
時
（
昼
休
み
は
訓
分
休
憩
）

※
学
校
に
よ
り
日
数
の
変
更
有
り

▼
場
所
市
内
小
学
校
プ
ー
ル

▼
定
員
鋤
名
程
度

▼
賃
金
時
給
８
３
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
履

歴
書
（
写
真
・
ラ
イ
カ
判
貼
付
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
押
印
の

う
え
、
７
月
、
日
（
水
）
ま
で
に
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体
育

課
壷
（
妬
）
１
１
５
１
へ
持
参

－－

市健全鐘

市
長
の
資
産
・

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ｑ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
‐
１
１
．
６
日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
１
１
‐
。
。
！
Ⅱ
。
Ｉ
■
Ｉ
！
■
０
１
１
■
０

所
得
な
ど
の
報
告
書

今年満70歳になる寡婦の

方に慰問品が贈られます

平成8年中に満70歳になる、かつて

母子家庭の母であった寡婦の方に、県

から慰問品が贈られます。

対象となる方は、7月19日(金)まで

に電話または直接、児童保育課へご連

絡ください。

し対象平成8年中に満70歳になり、

6月1日現在市内に居住し、かつて母

子家庭の母であった寡婦の方

し連絡先・問い合わせ児童保育課壷

(85)1111内線347

水誼の罠篭国申

餓窃壱行い畠す

の
過
剰
使
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
順
延
と
な
り
ま
す
。
日
程
変
更

同
時
に
、
良
質
米
の
安
定
生
産
を
の
場
合
は
、
広
報
車
・
防
災
行

図
る
う
え
で
も
、
重
要
な
防
除
手
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

段
で
す
。
◎
散
布
中
は
、
次
の
こ
と
に
ご

今
年
も
、
次
の
と
お
り
空
中
散
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

布
を
行
い
ま
す
。
①
散
布
中
は
、
散
布
水
田
区
域

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
内
で
の
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は

ま
す
。
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
。
場
所
＊
７
月
媚
日
②
薬
剤
が
身
体
等
に
付
着
し
た

（
火
）
…
利
根
川
沿
い
水
田
、
＊
７
場
合
は
、
念
の
た
め
入
浴
・
う

月
〃
日
（
水
）
…
手
鐙
沼
沿
い
水
田
が
い
、
衣
類
の
洗
濯
を
、
ま
た
、

▼
時
間
＊
午
前
４
時
鋤
分
頃
か
車
両
等
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
稲
ら
８
時
鋤
分
頃
ま
で
芙
候
等
の
洗
車
す
る
こ
と
を
、
心
が
け
て

の
挫
薬
空
中
散
布
は
、
広
域
一
状
況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
遅
れ
く
だ
さ
い
。

斉
防
除
を
す
る
こ
と
で
防
除
効
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
問
い
合
わ
せ
農
政
課
云

果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
薬
剤
※
雨
天
、
強
風
、
渡
霧
の
場
合
は
露
）
１
１
１
１
内
線
５
１
２

氏名
動もて

表久雄

佐々木功(会長）
aとる

鈴 木智

高橋美代子
軍画理

若月愼爾

職業等

弁謹士

公認会計士

青年会議所副理事長

文化速關会長

税理士

鯵
麓
〆
鯵
鯵
蒻
ツ
；
″
瀦
鯵
謬
鯵

７止
ウ
ィ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎

休
場
で
は
、
老
朽
化
し
た
宮

時
型
霊
榧
自
動
車
を
新
し
い

経
も
の
に
更
新
す
る
た
め
、

行
７
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
運
行

鵬
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

車
な
お
、
中
型
・
小
型
霊

動
極
自
動
車
は
、
従
来
通
り

自
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

蝿
蝿
難
場
》
邸
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▼
日
時
７
月
５
日
・
哩
日
の
い

ず
れ
も
金
峨
日
午
前
９
時
釦
分
か

ら
、
時
釦
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
ｃ

▼
内
容
妊
娠
体
操
、
妊
娠
中
の

歯
科
衛
生
、
妊
娠
中
の
栄
養
ほ
か

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
７
月
四
日
（
金
）
午
後
０

時
釦
分
受
付
、
０
時
妬
分
か
ら
３

時
釦
分

▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

健康ガイドし
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

一

ﾌ月の日曜‘休日当番医
一

1

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
胆
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

恋
（
師
）
１
１
３
１

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費

｜

電話病°医院名日
－

アビコ外科整形外科病院

めかるこどもクリニック

我孫子東邦病院

84-7321

▼
日
程
７
月
２
日
か
ら
詔
日
ま

で
の
毎
週
火
畷
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
晦
分

か
ら
９
時
柘
分
：
．
平
成
８
年
３
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
幅
分
か
ら
扣
時
釦
分
…
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

7日 用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
５

日
）
、
歯
ブ
ラ
シ
（
哩
日
〉

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

育
児
相
談

85-5666 １
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

82－8166

14日

竹田内科医院 85-0225

平和台病院 89－1111

で20日

金田整形外科医院 82-1137

我孫子つくし野病院 84－2211
21日

石橋眼科医院 82-0901 ▼
対
象
平
成
８
年
３
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
生
後
墾
月
未
満
で
ま
だ
一

度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
し
て
い
な
い

乳
幼
児

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

…
７
月
２
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
：
７
月
４
日
（
木
）
、
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

活
習
憧
を
身
に
つ
け
ぎ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
父
親
・
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
７
月
４
日
（
木
）
．
ｎ
日

（
木
肩
ず
れ
も
午
前
９
時
嘔
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
哩
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▼
試
験
日
・
場
所
８
月
６
日

（
火
）
、
神
田
外
語
大
学
（
Ｊ
Ｒ

京
葉
線
海
浜
幕
張
駅
徒
歩
巧
分
）

▼
試
験
の
種
類
一
般
毒
物
劇

物
取
扱
者
、
腔
業
用
品
目
毒
物

劇
物
取
扱
者
、
特
定
品
目
毒
物

劇
物
取
扱
者
、
特
定
品
目
毒
物

我孫子聖仁会病院 88－3111
28日

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

池内皮膚科クリニック 84－3525

テレホン

サービス 丑(8ｱ)1141

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
７
月
娼
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
５
年
ｎ
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時
（
午
後
１
時
か
ら
１
時
釦
分
受

付
）▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
、
三
種
混
合
参
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

劇
物
取
扱
者
（
内
燃
機
関
用
メ
タ

ノ
ー
ル
に
限
る
）

▼
受
講
料
１
万
円

▼
願
書
配
布
県
衛
生
部
薬
務
課

お
よ
び
柏
保
健
所

▼
願
癬
受
付
日
時
・
場
所
７
月

８
日
（
月
）
、
９
日
〈
火
）
午
前
９
時

、

肩
こ
り
。

ム
シ
歯
予
防
教
室

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
肥
満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な

ど
で
食
事
療
法
の
必
要
な
方
も
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ぐ
肩
二
リ
・
腰
痛
教
室
日
程

か
ら
ｎ
時
、
午
後
１
時
釦
分
か

ら
４
時
、
県
医
療
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
千
葉

み
な
と
駅
徒
歩
、
分
）
へ
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
県
衛
生
部
薬

務
課
盆
０
４
３
（
２
２
３
）
２

６
１
４

印
鑑
▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

接種別

栄
養
相
談

麻
疹
（
は
し
か
）

風 一三

破百ジ日
本
脳
炎

■

予
防
接
種
名

傷日子種
せり混

し

風きア
ーー一合ん

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
弧
拠
合
を

接
種
生
後
吃
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
蝕
後
に
１

回
接
樋

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
慰

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
棚

‐
対
象
年
齢

Ｆ
’

一 一

一
す
こ
や
か
栄
養
教
室
一

新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
産
婦
を

対
象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
７
月
配
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
正
午
（
午
前
９
時
か

I
▼
日
時
７
月
９
日
（
火
）
午
後
０

時
輻
分
か
ら
１
時
娼
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
４
月
生
ま
れ

（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

二

す
こ
や
か
栄
養
教
室

健
康
診
断
な
ど
で
、
は
じ
め

て
医
師
か
ら
血
尿
が
で
て
い
る

と
指
摘
き
れ
た
と
き
、
ほ
か
の

症
状
は
ま
っ
た
く
な
い
の
に
、

な
ぜ
血
尿
が
で
て
い
る
の
か
、

ど
う
い
う
病
気
な
の
か
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
不
安

に
な
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
診
断

を
さ
れ
、
悩
ん
で
い
る
人
の
た

め
に
、
血
尿
の
話
し
を
し
ま
す
。

血
尿
は
目
で
見
て
明
ら
か
に

赤
い
場
合
と
、
検
査
で
は
じ
め

て
わ
か
る
（
潜
血
陽
性
と
い
う
）

場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
尿
に
血
が
混
じ
っ
て

い
る
の
か
が
重
要
で
、
そ
の
挫

ｓ
歳
児
健
康
診
査

、

健
康
メ
モ
⑬

柏
保
健
所
か
ら

接
種
回
数

▼
日
時
７
月
率
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
娼
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

’

血
尿

見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
疾
患
で
の
一
部
を
と
る
腎
生
検
検
査
も
行

す
。
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
は
腹
部
超
音
波
三
コ
Ｉ
）
ま
た
、
細
菌
感
染
の
膀
胱
炎
・

じ
ん
う
じ
ん
え
ん

検
査
や
レ
ン
ト
吟
ン
検
査
、
尿
細
腎
孟
腎
炎
の
と
き
に
も
血
尿
が
あ

胞
診
（
尿
中
に
癌
細
胞
が
な
い
か
り
、
発
熱
や
排
尿
時
の
痛
み
を
伴

調
べ
る
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
う
急
性
の
も
の
で
は
診
断
は
簡
単

次
に
、
蛋
白
尿
を
伴
う
と
き
は
、
で
す
が
、
慢
性
化
し
た
も
の
で
は

活
動
性
の
腎
炎
が
な
い
か
、
血
液
診
断
が
雌
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
７
月
８
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

ら
受
付
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

凸
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
黄
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
７
月
四
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

さ
だ
け
で
病
気
の
重
要
度
は
決
ま

り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
て
医
師
か
ら
血
尿
を
指

ぼ
う
こ
う

摘
さ
れ
た
と
き
は
、
暦
・
膀
胱
・

し
ゆ
上
う

前
立
線
な
ど
に
腫
瘍
や
結
石
が
な

い
か
を
検
査
し
ま
す
。

腫
瘍
は
ま
れ
で
、
必
ず
し
も
血

尿
を
伴
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

３
歳
児
健
康
診
査
票

乳
幼
児
発
達
相
談

柏
市
柏
２
５

垂
（
師
）
１
２
５
５

相
談 5

▼
日
時
７
月
９
日
（
火
）
、
調
日

（
月
）
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

検
迩
を
含
め
さ
ら
に
詳
し
い
尿
の

検
迩
を
し
ま
す
。

一
口
に
腎
炎
と
い
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
経
過
観

察
で
よ
い
も
の
か
ら
、
食
事
療
法

や
薬
物
療
法
の
必
要
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
針
で
腎
臓

厩
寝
返
り
が
遅
い
等
発
達
の
遅
れ
が

心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

膠奇 ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
騨

▼
日
程
・
場
所
７
月
即
日

（
火
）
か
ら
８
月
２
日
（
金
）
、
成

田
赤
十
字
病
院

▼
対
象
。
定
員
全
日
程
出
席

で
き
る
方
、
先
着
釦
名

膠
原
病
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

ひ
ご
相
談
を
。

▼
日
時
７
月
ｎ
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら

▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
膠
原
病

疾
患
相
談
（
予
約
制
）

▼
申
し
込
み
通
話
で
７
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
柏
保
健
所
保
健
指
導

課
へ

▼
日
時
平
成
９
年
３
月
ま
で
の

第
１
か
ら
第
４
金
剛
日
（
祝
日
は

除
く
）
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
糖
神
病
、
総
神
神
経
症

な
ど
、
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
緒
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
嘱
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
膀
胱
鏡

検
迩
を
行
い
、
ま
た
尿
の
細
菌

を
検
査
し
、
適
切
な
細
菌
の
治

療
薬
を
調
べ
ま
す
。

一
方
、
こ
の
よ
う
に
病
的
な

血
尿
の
ほ
か
に
、
や
せ
た
人
で

は
遊
走
腎
と
い
う
体
質
的
な
血

尿
も
あ
り
ま
す
。

血
尿
を
指
摘
さ
れ
た
方
で
、

ど
こ
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受

け
て
い
い
か
不
安
な
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
主
治
医
に
相
談

し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
の
先

生
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

き
ち
ん
と
調
べ
る
こ
と
が
、

腎
臓
病
の
早
期
発
見
と
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

▼
受
講
料
２
０
０
０
円
（
教

材
強
含
む
）

※
申
し
込
み
等
、
詳
し
く
は
成

田
赤
十
字
病
院
壷
０
４
７
６

（
配
）
２
３
１
１
内
線
５
０
２
へ

心
の
健

I 一一一一一

夜間の急病のときは

実施日

7月2日

㈹

7月9日

㈹

7月16日

㈹

7月25日

㈱

主な内容

･体操（深呼吸、体を動

かす韮本）

･栄誕のバランスをとる
ために
･脚こり腰揃予防の体操

｡正しい伽のみがき方と
歯そうのうろうの予防
･屑こり腰揃予防の体操

･保他推進貝による他康

体
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二
一
二

い
よ
い
よ
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
本
に
描
か
れ
た
熱
き
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
風
た
ち
の

伝
説
希
織
睡
舞
鄙
）
＊
ス
ポ
ー

ツ
の
妻
た
ち
（
中
井
美
穂
）
＊

も
う
い
ち
ど
二
人
で
走
り
た
い

（
浅
井
え
り
子
）
＊
サ
ッ
カ
ー

た
け
お

の
世
紀
（
後
藤
健
生
）
＊
僕
の

ト
ル
ネ
ー
ド
戦
記
（
野
茂
英
雄
）

＊
青
木
功
夢
ア
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
（
青
木
功
）
＊
最
後
の
ス
ト

あ
ｇ
よ

う
イ
ク
（
津
田
晃
代
）
＊
自
転

車
地
球
放
浪
塾
（
の
ぐ
ち
や
す
蓮

や
よ
い

＊
永
遠
の
千
秋
楽
（
蔵
間
弥
生
）

幸
山
際
淳
司
ス
ポ
ー
ツ
・
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
傑
作
集
成

［
關
間
州
剛
し
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
７
月
４
日
（
木
）
・
鵡

日
（
木
）
：
．
市
民
会
館
第
４
会
識
室

⑬
市
民
図
霧
館

謬
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

図
書
案
内

同
醗
ん
庵
簾
し
む
ス
ポ
ー
ツ
』

一
塁
図
書
館

だ
よ
り

な
し

垂
（
副
）
１
１
１
０

盆
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
開
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９会

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
菊
、
椿
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
、
バ
ラ
、
老
婆
と
菊
・
・
・

岡
野
キ
ヤ
サ
リ
ン
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
写
真
Ⅱ

▼
作
品
。
作
者
水
の
表
情
（
日

本
各
地
の
湖
や
川
の
写
真
展
）
。
：

鐸
舜
墓
三
白
山
）

園
展
示
期
間
６
月
調
日
（
土
）
か

ら
８
月
６
日
（
火
）
ま
で

＊
７
月
ｎ
日
（
木
）
・
・
・
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
釦
分

そよかせ号(:誠:)了月の日程(蕊） ミ
ニ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

砺日|ｽﾃｰｼｮﾝ名I場所 ｜時間(午後)｜

｢Z:|W#|"::":'蜑剛；|;""際｡｡‘_"""崎“
lil撫識零琵鱗蓋差夕爾:順::｜木

51久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:451
今.
ヱ

19つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

|水|鱸菫蕊蕊蕊3児婁鯛:欄：

*&'皐蜴舅繍裏金鯏測：
田台田池尻公園3:20～4:00口

-12根戸根戸近隣センター2:00~2:40
垂26つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

,’

1
3
口

17
I

４
．
冊

木

５
・
的

金

八
坂
神
社
の
祭
礼
、
湖
北
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
祭
り
の
期
間

中
は
交
通
安
全
の
た
め
、
次
の
と

お
り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

野
草
で
紙
を
つ
く
る
実
験
を
し

ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

役
立
ち
ま
す
。
楽
し
く
遊
び
な
が

ら
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
７
月
過
日
（
土
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
（
参
加
識
無
料
）

▼
場
所
図
書
館
布
佐
分
館

▼
講
師
坂
口
美
佳
子
（
科
学
読

物
研
究
会
会
員
）

▼
対
象
。
定
員
小
学
校
４
年
生

か
ら
中
学
生
・
先
着
謁
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
７
月
２
日
（
火
）
か
ら
図
書
館

布
佐
分
館
壷
（
聖
１
３
１
１
へ

(子 の
た
め
の
読

祭
礼
に
伴
う
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

水’
10
●

24

Ⅱ
我
孫
子
譽
察
署
繊
（
腿
）
０
１
１
０
Ⅱ

11
●

25
木

胆
・
邪 （

〈
垂

▼八坂神社祭礼交通規制図 ◎
７
月
加
日
（
祝
）
糸
④
～
⑧

（
手
賀
沼
公
園
通
り
）
…
正
午
か

ら
午
後
、
時

◎
７
月
幻
日
（
日
）
糸
⑧
～
。

（
手
賀
沼
公
園
通
り
・
駅
前
通
り
）

孝
⑧
～
⑤
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前

～
鈴
木
屋
本
店
前
交
差
点
）
・
・
・
午

前
９
時
鋤
分
か
ら
午
後
加
時
（
た

だ
し
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
通
行

可
能
、
④
か
ら
◎
お
よ
び
⑧
か
ら

②
は
午
後
０
時
鋤
分
か
ら
２
時
訓

分
ま
で
通
行
で
き
ま
す
）

＊
部
分
通
行
止
め
余
。
～
⑧

（
第
四
小
学
校
～
セ
ブ
ン
イ
レ
プ

ン
前
）
．
：
午
後
６
時
釦
分
か
ら
７

時
別
分
・
７
時
如
分
か
ら
８
時
、

分
争
③
～
◎
（
鈴
木
屋
本
店
前

交
差
点
～
消
防
署
脇
交
差
点
）
．
：

正
午
か
ら
午
後
４
時

〈
一
方
通
行
〉

◎
７
月
”
日
（
日
）
余
⑧
↓
⑧

（
セ
プ
ン
イ
レ
プ
ン
前
↓
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
袈
Ｔ
字
路
）
：
．
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
午
後
ｍ
時

〈
阪
東
バ
ス
〉

車
両
通
行
止
め

バ
ス
運
行

’

’
◎
７
月
加
日
（
祝
）
午
前
ｎ
時
釦

分
以
降
の
市
役
所
経
由
は
す
べ
て

第
一
小
学
校
経
由
に
、
そ
の
ほ
か

は
通
常
運
行
し
ま
す
。

◎
７
月
幻
日
（
日
）
午
前
９
時
ま

で
の
市
役
所
経
由
は
第
一
小
学
校

経
由
に
、
午
前
９
時
鋤
分
以
降
の

我
孫
子
駅
発
着
は
運
休
に
、
午
前

９
時
以
降
の
布
佐
駅
・
湖
北
駅
南

口
か
ら
の
我
孫
子
駅
行
き
は
、
束

我
孫
子
車
庫
止
ま
り
に
な
り
ま
す
。

〈
関
東
鉄
道
バ
ス
〉

◎
７
月
加
日
（
祝
）
通
常
運
行

◎
７
月
幻
日
（
日
）
午
前
９
時
釦

分
以
降
の
我
孫
子
駅
発
着
は
鈴
木

屋
本
店
前
交
差
点
発
着
に
な
り
、

午
後
０
時
追
分
発
・
１
時
妃
分
発
。

２
時
“
分
発
は
運
休
し
ま
す
。

〈
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
ハ
ス
〉

７
月
型
日
（
日
）
は
、
鈴
木
電
装

前
・
東
海
銀
行
前
・
田
口
宅
前
・

勝
田
歯
科
駐
車
場
前
・
伊
藤
宅
前
．

染
谷
小
児
科
医
院
前
の
停
留
所
へ

の
運
行
を
休
止
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
の
停
留
所
に
は
運
行
し
ま
す
が
、

予
定
時
間
よ
り
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
西
部
福
祉
セ
ン

タ
ー
壷
（
妬
）
５
８
１
８▼湖北祭り交通規制図

｜

’

◎
７
月
ｍ
日
（
祝
）
条
④
～
⑧
～

。
；
午
前
ｎ
時
釦
分
か
ら
午
後
１

時
余
⑧
～
⑧
～
。
～
⑧
～
②
。
：

午
後
６
時
か
ら
皿
時

◎
７
月
剛
日
（
日
）
孝
④
～
⑧
～

。
…
午
前
、
時
訓
分
か
ら
午
後
１

時
冬
⑧
～
⑧
～
。
…
午
後
３
時

今
年
、
月
套
柏
市
に
女
性
セ

ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
・
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の

３
つ
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
、

（
仮
称
）
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
オ
ー

プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
、
お
よ
び
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
持
ち
込
み

企
画
を
募
集
し
ま
す
。

車
両
通
行
止
め

女性センター｡オープンに伴う

樵
ロ
朋
画

作
企
卜
み
ス
込
テ
ち
ン
持
コ
ト
ト
ン
オ
ベ
フ
イ

荊
刎
４
４
「
Ｊ
り

つ
進

今
〔
『
ゴ
ー
け
い
■
い
》
令
伽
▼
・
一

か
ら
６
時
糸
⑧
～
⑧
～
。
～
②
一

亡
き
夫
を
忘
れ
ず
人
は
供
へ
た
ま
ふ
奈
良
の
土
産
の

～
②
；
午
後
６
時
か
ら
、
時
一
選
薫
り
高
き
香
馬
場
千
鶴
子

き
ぎ

太
朝
霞
消
え
去
る
ま
ま
に
白
瀧
の
お
り
立
つ
畷
の
み
ど

自
転
車
駐
輪
場
一
寛
り
鯉
え
ゆ
く

須
田
利
夫

７
月
晋
壼
か
ら
晋
亘
一
歌
本
花
の
名
に
ひ
か
れ
て
霞
し
ア
ッ
ッ
ざ
く
ら
裟
の

ま
で
、
自
蜑
は
湖
北
マ
ィ
ン
塗
短
山
島
に
も
こ
の
花
咲
け
る
か
田
口
一
子

２
駐
車
場
内
仮
設
駐
輪
場
に
置
い
一
若
葉
ど
き
姉
は
卒
寿
に
う
た
を
よ
み
わ
れ
は
喜
寿
に

て
く
だ
さ
い
。
松
浦
白
梅

て
能
習
ふ
な
りて
あ
か
と
し

※
駅
前
に
駐
車
中
の
自
転
車
は
、
一
亡
き
父
の
手
垢
着
き
た
る
天
眼
鏡
我
い
ま
使
ふ
年
齢

娼
日
（
木
）
終
電
車
発
車
後
、
仮
設
一
と
な
り
た
り

須
田
博

駐
輪
場
に
移
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
一

一
⑦
③
③
⑮
⑳
③
⑪
③
⑪

ま
す
。

つ
つ
じ
荘
利
用
者
へ
一
Ⅱ
謬
り
ま
す
Ⅱ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
だ
．

７
月
幻
日
（
且
、
老
人
福
祉
セ
ー
▼
無
料
で
＊
自
転
車
不
学
校
ｌ
ナ
ー
ヘ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、

た
か
と
う

ン
タ
ー
「
つ
つ
じ
荘
」
の
送
迎
バ
ー
低
学
年
・
女
子
用
）
〈
高
藤
垂
電
話
で
市
民
生
活
課
へ
。

ス
は
運
行
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
賀
蓮
２
８
３
０
〉
▼
取
り
扱
い
品
日
用
雑
貨
等
の

せ
ん
が
、
発
着
が
湖
北
駅
南
口
に
一
Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ
耐
久
消
識
財
で
す
。
衣
類
自
動

か
ど
い

な
り
ま
す
。

一
＊
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
〈
門
井
云
車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
つ
つ
じ
荘
蚕
》
（
理
６
７
５
４
〉
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
壷

（
記
）
０
１
２
３

－
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
（
題
１
１
１
１
内
線
３
２
９

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

▼
テ
ー
マ
Ａ
：
．
魅
力
・
気
力
．

活
力
に
あ
ふ
れ
た
輝
い
て
い
る

女
性
の
姿
Ｂ
…
女
性
が
写
し

た
「
ち
ぱ
の
姿
」

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
（
Ｂ
は
女
性
の
み
）

▼
応
募
規
格
白
黒
・
カ
ラ
ー

の
四
ツ
切
判
（
ワ
イ
ド
含
む
）

②
持
ち
込
み
企
画

▼
応
募
資
格
女
性
問
題
に
携

わ
る
県
内
の
グ
ル
ー
プ

▼
実
施
時
期
ｕ
月
中
旬

囮
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

所
定
の
申
込
用
紙
（
市
役
所
企

画
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
①
８
月
詔
日
釜
）
②

７
月
誕
日
（
水
）
い
ず
れ
も
必
着
、

ま
で
に
〒
２
６
０
干
葉
市
中
央

区
葛
城
２
の
、
の
１
（
財
）
千
葉

県
青
少
年
協
会
壷
０
４
３
（
２

２
７
）
１
７
７
０
へ

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課
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俳句
染谷杲径選

つ
ぷ
や

た
た
ず
み
て
噴
き
上
ぐ
る
水
見
る
人
の
ふ
と
眩
き
ぬ

虹
見
ゆ
る
か
と
中
野
五
郎

つ
旗

一
銅
唯
一
合
の
米
に
足
り
る
日
日
夫
と
の
暮
ら
し
早

や
十
年
経
ぬ
小
林
直
江

新
設
の
老
人
ホ
ー
ム
見
学
す
市
民
の
森
の
緑
さ
は
や

か
篠
田
ま
さ

青
葉
吹
く
風
快
し
沼
の
辺
に
白
鳥
親
子
に
会
は
む
と

来
れ
ば
三
谷
和
夫

つ
逃

亡
き
夫
の
手
植
ゑ
し
三
色
椿
咲
く
こ
の
年
も
ま
た
春

忘
れ
ず
に
箕
田
つ
ゆ
子

つ
堂

亡
き
夫
を
忘
れ
ず
人
は
供
へ
た
ま
ふ
奈
良
の
土
産
の

え
り鮴
め
ぐ
る
小
舟
か
す
か
に
梅
雨
に
入
る
関
本
嘉
代
子

あ
お
あ
ら
し

青
風
榛
名
湖
淡
き
う
ね
り
立
つ
村
井
美
和

孫
の
目
に
写
る
あ
じ
さ
い
遊
歩
道
中
村
信
子

み
じ
か
よ
つ

短
夜
の
夢
を
継
ぎ
足
す
明
日
か
な
海
老
原
千
代
子

こ
ろ
も
が
え

更
衣
き
の
う
の
悔
い
を
畳
み
込
む
青
山
陽
子

し
ゅ
ん
こ
う

あ
ふ

春
光
の
雪
見
障
子
に
溢
れ
お
り
松
浦
白
梅

表
札
は
亡
き
人
の
ま
ま
夏
つ
ば
め
小
野
康
子

恥
す
母
の
手
の
あ
た
た
か
し
梅
雨
に
入
る萩

谷
日
出
夫

た
よ

山
よ
り
の
友
の
便
り
や
夏
の
雲
須
田
利
夫

夕
支
度
済
燵
華
明
路
き
夏
至
の
窓
篠
田
ま
さ

梅
を
も
ぐ
梯
子
の
軋
み
妻
支
え
泉
武
久
子

あ
し
か
ぴ
ひ
と
な
が

葦
芽
の
萠
え
満
ち
た
り
し
一
眺
め
山
口
魁

－

辰

＝
盤

〃

、

ひ

ろ

市
例

ば 民

７
月
別
日
（
祝
）
・
刎
日
（
日
）

へ
７
月
別
日
（
祝
）
。

刎
日
（
日
）
）慨
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市民農園・農直等ご大志散歩ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
ご
注
意
を

私
た
ち
の
手
で
街
を
き
れ
い
に

昨
年
か
ら
、
住
宅
地
内
の
路
上

や
空
き
地
妻
公
園
な
ど
に
、
水
分

ひ
ん
ぱ
ん

を
含
ん
だ
汚
物
の
投
棄
が
頻
繁
に

発
生
し
、
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
不
法
に
捨
て
る
と
、
廃

棄
物
処
理
法
に
よ
り
厳
し
く
鯛
せ

＃
鎚篭

させ乙l1る鯛[1主の万八＆

＝周囲の環境に十分ご注意を＝こ
I
上

日

日

０

９

１

Ｊ

‐

１

■

あ

手
賀
沼
や
利
根
川
沿
い
に
続
く

田
園
風
禦
は
、
近
く
を
散
歩
す
る

方
に
水
と
緑
の
あ
る
や
す
ら
ぎ
を

与
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
浅
間
前
新
田

と
高
野
山
新
田
地
先
に
、
自
然
と

親
し
み
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
が
で

き
る
市
民
農
園
が
２
か
所
あ
り
、

市
民
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
を
反
映
し
、
最
近
で
は
市
民
腿

園
や
住
宅
地
近
郊
の
腱
道
等
に
お

い
て
も
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い

飼
い
主
が
犬
を
散
歩
中
に
放
し
飼

い
に
し
た
り
、
フ
ン
の
後
始
末
を

し
な
い
な
ど
と
い
っ
た
苦
情
が
農

業
者
や
農
園
利
用
者
か
ら
市
に
多

ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
我
孫
子

警
察
署
と
協
力
し
て
不
法
投
棄

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

投
棄
現
場
や
不
審
な
車
を
目
撃

し
た
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
を
確

認
し
、
警
察
ま
た
は
生
活
環
境

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
最
近
、
車
を
路
上
に
駐

車
し
て
、
お
弁
当
の
食
べ
カ
ス

や
空
き
缶
等
を
ポ
イ
捨
て
す
る

人
が
目
立
ち
、
街
の
美
観
も
著

し
く
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
り
が
原
則
。
正
し

い
処
理
方
法
で
、
私
た
ち
の
街

を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

云
（
師
）
０
０
１
５

▼
日
時
７
月
皿
日
（
且
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
福
祉
機
器
の
展
示
、

れ
こ
れ

第2回

在
宅
介
護
フ
エ
ア
ー

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
市

民
挫
園
は
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら

土
と
ふ
れ
あ
填
極
ま
き
、
発
芽
、

間
引
き
な
ど
を
行
う
野
菜
作
り
を

楽
し
む
た
め
の
場
で
す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
犬
を
散
歩

す
る
時
は
周
囲
の
環
境
に
気
を
つ

け
、
最
低
限
度
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
・

建
物
を
フ
ン
な
ど
で
汚
さ
な
い

＊
フ
ン
や
毛
の
手
入
れ
を
し
た
ら

必
ず
後
始
末
を
し
て
持
ち
帰
る

＊
散
歩
を
す
る
と
き
は
手
綱
を
調

整
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
腱
政
課
壷
蕊
）

１
１
１
１
内
線
５
１
０

介
護
教
室
、
介
護
相
談
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
特
別
謹
謹
老

人
ホ
ー
ム
「
和
楽
園
」
壷
（
記
）

６
２
６
１鍬

蝋
野
崎
縦
創
部
羽
年
目
で
初
優
勝

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
干
葉
県
大
会

７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
千
葉
県
大
部
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
前
・
後
半
（
７
分
ハ
ー
Ｚ

会
が
、
５
月
４
日
主
）
、
千
葉
同
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
型
校
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競
う
。

市
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
県
が
参
加
。
競
技
は
巧
人
制
ラ
グ
ビ
戦
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
た
４
日

立
我
孫
子
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
ｌ
の
ル
ー
ル
に
準
じ
て
試
合
時
間
日
は
、
鎌
ケ
谷
西
、
芝
浦
丁

あ

び

▼
日
時
①
講
義
。
：
７
月
型
日

（
且
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

②
実
習
：
．
７
月
詔
日
（
火
）
か
ら
妬

日
（
金
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を

選
択
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
①
は
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
は
県
内
の
特
別
養
謹
老
人

ホ
ー
ム

▼
対
象
県
内
在
住
の
高
校
生
で

福
祉
施
設
に
就
職
ま
た
は
福
祉
系

学
校
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

▼
定
員
い
ず
れ
も
先
着
釦
名

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
言
学
年
を
明
記
し
、
〒
２

６
０
干
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４
の

３
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
垂

０
４
３
（
２
４
８
）
１
２
９
４
へ

福祉施
《
云

倭
日
頃
の
練
習
成
果
が
功
を

奏
し
、
見
事
に
優
勝

▲
我
孫
子
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

の
皆
さ
ん

こ

到募 檸
雪厚軍毒瀞

Ⅲ

↓
』 前

・
後
半
（
７
分
ハ
ー
Ｚ
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競
う
。
予

戦
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
た
４
月
過

日
は
鎌
ケ
谷
西
芝
浦
工
大

柏
銚
子
商
を
破
り
決
勝
リ
ー

グ
に
進
出
。
決
勝
リ
ー
グ
で
は

１
回
戦
富
里
高
校
を
妃
対
０
の

ス
ト
レ
ー
ト
で
圧
勝
。
そ
の
ま

ま
勢
い
に
の
り
、
決
勝
戦
で
は
、

強
豪
千
葉
敬
愛
を
相
手
に
後
半

４
ト
ラ
イ
を
含
む
沁
対
７
の
大

差
を
つ
け
、
創
部
翠
年
目
で
嬉

し
い
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
後
、
森
田
主
将
は
深
山

監
督
を
は
じ
め
、
選
手
、
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
全
員
の
勝
利
で
す
と

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
平
成
９
年
度
採
用
我

孫
子
市
職
員
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
職
員
採
用
試
験
案

内
を
あ
び
こ
市
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

〃
声
の
便
利
帳
″
で
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
案
内
期
間
７
月
１
日
（
月
）
か

ら
錘
日
（
水
）
ま
で

▼
利
用
方
法
代
表
番
号
垂
〈
顕
）

５
０
０
０
番
に
電
話
を
か
け
、
電

市
内
在
住
の
被
爆
者
を
対
象

に
、
１
万
円
の
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
受
給
要
件
①
被
爆
者
健
康

手
帳
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

②
７
月
１
日
現
在
、
我
孫
子
市

平
成
９
年
度
我
孫
子
市

職
員
採
用
案
内

原
爆
被
爆
者
の
方
へ

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

れ’
＆

丁
’

話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
音
声
案

内
に
従
い
、
番
号
３
ケ
タ
（
８
４

６
）
を
押
す
か
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

だ
さ
い
。
（
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
型

時
間
利
用
で
き
ま
す
）

※
市
職
員
募
集
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
広
報
あ
び
こ
７
月
妬
日
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
壷
（
蓮

１
１
１
１
内
線
２
３
２

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
申
請
方
法
７
月
四
日
（
金
）

ま
で
に
被
爆
者
健
康
手
帳
、
印

鑑
を
厚
生
課
へ
直
接
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
壷

（
理
１
１
１
１
内
線
３
７
７

第
侶
回
あ
や
め
ま
つ
り

色
鮮
や
か
な
花
菖
蒲
も
満
開

第
哩
回
「
あ
や
め
ま
つ
り
」

が
、
６
月
９
日
か
ら
詔
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
や
め
ま
つ
り
は
地
域
振

興
の
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
日
の
妬
日
（
日
）
は
、

あ
び

こ

あ
れ水

生
植
物
園
で
は
、
丹
精

込
め
て
育
て
ら
れ
た
紫
や
白

の
花
菖
蒲
１
万
５
０
０
０
株
も

イ
ベ
ン
ト
日
に
合
わ
せ
た
よ
う

に
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
満
開
。

会
場
を
訪
れ
た
若
い
カ
ッ
プ

ル
や
家
族
連
れ
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
中
休
み
で
天
候
に
恵

ま
れ
、
気
温
も
正
午
ご
ろ
に

は
鋤
度
近
く
ま
で
上
昇
。
手

壷
沼
公
園
多
目
的
広
場
や
我

孫
子
手
賀
沼
漁
協
な
ど
で
は
、

野
菜
の
即
売
や
魚
の
つ
か
み

ど
り
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
、
終
日
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

水
生
植
物
園
で
は
、
丹
精

あのころの ⑭●●●

↓
」

手 賀 沼 土I
れ

－2』『■■|■■
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T
昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
沁
日

（
且
、
第
誕
回
「
千
葉
県
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
千

葉
市
の
県
総
合
運
動
場
で
、
県

内
各
地
か
ら
選
手
・
役
員
約
１

２
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

轆
剛
繊
撒
な
ど
４
種
目
に
出
湯

號
脳
鰐
筆
韻
ス
ポ
ー
ツ
大
会

あ
び

’つ」
あ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
の
健

康
維
持
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
に
、
毎
年
、
全
国
大
会
の
予
選

を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

我
孫
子
市
か
ら
は
、
心
身
障

害
者
福
祉
会
の
会
員
鵡
名
が
、

陸
上
競
技
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
）
、

卓
球
、
水
泳
の
４
種
目
に
出
場

し
壷
健
闘
し
ま
し
た
。

慌
し
く
も
県
代
表
の
座
を
勝

ち
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

活
耀
し
、
来
年
度
に
期
待
を
持

た
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

れ
こ
れ
一

〈昭和16年水害（現在の布佐下付近；提供長島次郎吉氏（布佐)＞

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振l)返ってみませんか。

－
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惨採用期間・時間7月22日（月）

から8月31日(土)午前8時から午

後6時までの間の6時間

し勤務場所市内学童保育室

し勤務内容夏休み中の学童保育

室児童の生活・余暇指導

し定員・興金10名、時給800円

し申し込み・問い合わせ履歴書

（写真ライカ判貼市）｜こ必要事項

を明記し、7月10日(水)までに教

育委員会社会教育課壷(85)1151へ

直接持参

シ曰時．場所7月13日(土)開演

…午後5時30分、市民プラザ

し出演ヒデヨモリヤ、今吉勇次

郎、荒木宗高（入場無料）

し問い合わせ市民プラザ盆(83）

2111

一

か
ち

1

’
I

I
『

びはらゆうき ー

H1え

海老原悠希〈ん シ日時・場所7月4日(木)午前

10時から正午、柏市教育福祉会館
みずたに

し講師水谷たつ（関宿町教育委

員会家庭教育指導員）

し参加費無料

し問い合わせ県明るい社会づく

り柏地区推進協議会壷(34)7271

腿
グ

掴(日秀･10か月）
L

圖国国凹 世申し込み・問い合わせ電話で

古賀公(84)1434へ

国劉国国園中央公民館 分から3時30分（参加費無料）惨場所湖北地区公民館 ’
◎卓球をして良い汗をかこう伝対象・定員小学生以上の子ど 惨場所湖北地区公民館

傷日時・場所7月18日(木)午前

10時30分から正午、北柏ネットワ

ーク館（柏市）

し定員先着100名（参加萱無料）

し申し込み・問い合わせ電話で

生活クラブ田中盃(84)3699へ

05157月2日(火)から湖北地区公民館 レ申し込み・問い合わせ電話で7月15日(月)までに市商工会a’ ’我孫子市国際交流協会(AiFfA）（82)3131へ圃湖北地灰公民館壷(88)“33へ

｜◎楽しく茜ぼう 修日時7月21日(日)午前8時20

分JR柏駅改札口集合（小雨決行）
ぐ通いん

い見学先弘誓院、手賀の丘公園、

手賀教会ほか

戸参加費200円（資料代含む)、

交通費別途、軽食持参

傷申し込み・問い合わせ電話で

7月19日(金)までに越岡壷(84)20

47へ

隣日時7月13日(土)午前9時30

新潟県出身の方ご連絡ください。分から11時30分（参加費無料）伝日時7月24日(水)から26日

⑳⑤⑨圃圏

◎にムーミン」の昆虫教室味のある高校生 世申し込み・問い合わせ電話でヤレンジヤー我孫子店様から寄付

’ ’，｜陵目時7月13日(土)午前10時かし定員先着30名（参加費無料） 市民生活課公(85)1111内線329へがありました。
▽福祉のためにと、社会福祉協議

会へ我孫子市新潟県人会様、みち

七宝手芸サークル様、太子会布佐

修日時7月21日(日)午前9時か

ら午後3時30分（入場無料）

し場所下総航空墓地（沼南町）

し内容航空機展示撮影会、装備

品展示ほか（雨天時は内容を変更）

し問い合わせ下総教育航空群広

報室壷(91)2321内線356

支部様から寄付がありましだ。

し問い合わせ子どもと共に文化

を楽しむ会ﾑー ﾐﾝ薬由盃(84)77 ｜
順
帥
ぜ
鮴
鮴
一
縦
一
帷

鰯
函
フ
月
翻
鰯

伝種目混合ダブルス1．2．3

圓回回国部（1．2部はオープン）．

屡日程 8月22日(木)、23日（金）し参加黄大人1200円（連盟会員

’腰場所我孫子ゴルフ倶楽部（雨800円)、中学・高校生600円

シ日時・場所毎週水曜日午前10

時から11時30分、湖北地区公民館

まだは市民体育館（だだし、場所

が確保された場合に限る）

し内容リズムダンス、ダンベル

レ参加費月額2500円（入会金10

00円）

し申し込み・問い合わせ電話で

関壷(87)5208へ

食代等は各自で負担）

‘し競技方法18ホール（新ペリア〕

伝日時・場所7月27日(土)午前

9時30分、市民体育館

し種目・対象①団体(2WIS)

･･･Wは混合で50歳以上･60歳以上

の各1組と70歳以上の男女いずれ

か1名②個人（混合・男女別ダブ

ルス、シングルス）…50歳代、60

歳代、70歳以上の年齢別

伝参加愛①は1チーム3000円◎

は1人600円

少申し込み・問い合わせハガキ

に大会名、種目、代表者の住所、

参加者全員の氏名、年齢、電話番

号、所属クラブ名を明記し、7月

12日（金・必着）までに新木3175

の12坂本和男盃(88)9034へ

｜
’

惨活動日毎月第2土曜円

修資格我孫子の史跡や自然につ

いてボランティアでガイ僻するこ

とに興味がある方

修問い合わせ田宮査(84)6734１
１

’陰日程7月27日(土)、28日（日）

の1泊2日（雨天決行）

鯵場所福島県磐梯吾妻小富士

い対象・定員市内在住の方、40

名（応募者多数の場合は抽選）

倖参加費大人1万7000円、子ど

も1万2000円（小学生以下）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキ（1枚で4名まで）に代表者

の住所、参加者全員の氏名、年齢、

性別、電話番号を明記し、7月10

日（水．必着）までに我孫子1684

教育委員会体育課垂(85)1151へ

惨日時・場所7月14日(日)午前

10時から午後3時、市川市勤労福

祉センター

し対象・定員おおむね40歳以上

の方、先着100名

し内容公的保険制度の上手な使

い方について

し受講料無料(昼食は各自持参）

し申し込み・問い合わせ電話で

7月10日(水)までに(財)千葉県長

寿ふれあいセンター事業課云043

(244)7159へ

鞍

識
修日時7月13日(土)から16日

(火)午前10時から午後6時（ただ

し、16日は午後3時まで）

沙場所市民プラザ(入場無料）

い問い合わせ小泉壷(84)9983

蕊15月
●■●■●

16火

一L~

■
たぐちゆき

田口優紀ちゃん
(柴崎台｡11か月）

市民プラザ
「第2回ロビーコンサート』 学菫保育補助指導員 7月1日(月)は､市・

県民税第1期分の納付

期限です。

忘れずに納めましょう。

＝収税課恋(85)1111一
一

家 庭教育勉強会
｢勉強嫌いな子どもの家庭学習」 陳式太極拳会員

親子工作教室
マンガ‘イラスト講座生

楽しく遊ぼう（
制
事
犯
行

郷
雛 ）

国産牛肉の枝肉解体実習
1日国民金融公庫開設

我孫子の文化を守る会
r史跡・文学散歩」

新潟県人会高校生のための
ボランティア体験教室

石けん工場見学会参加者

海上自衛隊下総航空墓加
｢夏休みちびっ子ヤング大会」

日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ毎m5W3耐
バドミントン連盟
｢第14回混合ダブルス大会」

7⑧

8月

9火

10水

Ⅲ木

12金

1司土

14⑤

豆日曜当番医＝テレホンサービス

金休日叙急歯科診康日=休日救急歯科診瀕所(市民会館内)9:冊~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

毎心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00

雷市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
画･つつじ荘・西部福祉センター休館

口法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

〃健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

可アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
毎健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

e市役所閉庁(－部の施設は除く）

画一日曜当番医＝テレホンサービス
毎休日叙急歯科診溌日=休日敦急歯科診瀞弥(市民会館内)9：

I

Ⅱ~11:30

毎心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
＝市民会館・市民図書館・烏の博物館休館

牙つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

画つつじ荘・西部福祉センター休館

画市民図書館休館

雷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）

"酒害相磯＝保健センター13:30～15:00
塚健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画･市役所閉庁(一部の施設は除く）

ロ心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
画･つつじ荘・西部福祉センター休館

画つつじ荘・西部福祉センター休館

市民ゴルフ大会

ｱビｺｽﾄWﾁｸﾗﾌ会員

第1回我孫子オープン
ラージボール卓球大会

;あびこガｲドｸﾗプ会員

市民ハイキング教室
ライフプランセミナー
｢経済計画講座｣受講生

第20回我孫子市美術家協会
グﾙｰ展r第6回蕊薙癸届


